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研究テーマ（留学目的）の説明 （助成決定時のテーマ。文責は本人）  

 
人類学者による本格的な現地調査が始められた１９５０年代以降、インド社会研究の中心的課題はカースト研究

におかれていた。なかでも人類学者が特に注目したのは、カースト間のヒエラルキーをめぐる問題である。そこで

は、バラモンを頂点とする階層秩序を有するカースト制度こそがインド社会の基礎にあり核となるものであるという

前提のもとに、そのヒエラルキーを基礎付けるものがなんであるかについての議論が行われてきた。特に大きな

影響を有していたのが、カースト制度の基礎には「浄･不浄」のヒエラルカルな対立があるとするルイ・デュモンのカ

ースト論（１９６６）であり、議論の流れはこの論を軸にして行われてきた。 

 
しかしながら近年の研究では、従来の研究における問題点として次の２点が指摘され、それによってインド社会の

正確な理解が妨げられてきたことが明らかにされている。第一に、サンスクリット古典籍にみられるインド社会像

（特にヴァルナの観念）の偏重によって、「浄･不浄」以外の価値観が無視されていたこと。第二に、インド社会の歴

史的変化、特に植民地の変容が軽視されていたことである。今日、インド社会研究の人類学的アプローチにおけ

る中心的課題は、「浄･不浄」をも含めた多元的な価値観への注目、および歴史的視点の導入によって、その実像

を離れて捉えられてしまったインド社会を捉え直そうとする試みであるということができる。こうした流れのなかで最

近の議論の中心となっているのは、ヒンドゥー社会において社会的上層階層に属するバラモンの役割と位置付け、

および社会的下層階層に属する「不可触民」の位置付けについてである。これらが伝統的王権構造やケガレと関

わる価値観念との関連で論じられている。  

 
一方で、社会的階層の上で中位から最下層に位置するサーヴィス･カースト諸集団（カーストの名称や属性が、職

業としての特定の手工業やサーヴィス業と結びついている諸カースト）の役割と位置付けについては、「浄･不浄」

をも含めた多元的な価値観への注目、および歴史的視点を導入することによって考察が未だ充分に行われてい

ない領域であるということができる。特に、私がこれまで研究を進めてきた技術職を属性とする職人カーストについ

ては、その具体的実態が村落調査に基づいて充分に解明されているとはいえず、そこに源を持つ価値とエネルギ

ーを掘り起こしうる可能性が充分残されていると考えられる。 

 
以上のような事情を鑑みて本研究は、近年の人類学的議論において取り上げられている多元的な価値観念に注

目し、また歴史的視点をも導入することによって、村落社会の中で職人カースト諸集団が果たす役割と位置付けを

村落における現地調査と文献調査の両面から明らかにしようとするものである。 

 
 

進 捗 状 況 報 告 （半期毎の報告。文責は本人。表示されてない場合は未収録）  

① 報告日： ２００１年１月２５日 



 
「インド村落社会における職人カースト諸集団に関する文化人類学的研究」を研究テーマとして、２０００年７月から

インド西ベンガル州カルカッタのThe Ramakrishna Mission Institute of Culture に留学中である。 

 
留学開始から２０００年１２月までは、主として、留学先機関に付属の語学学校において、今後の調査・研究活動に

不可欠なベンガル語の習得に力を傾けた。また同時に、今回の研究テーマの基礎的資料となる短期間の文化人

類学的調査を繰り返してきた、西ベンガル州プルボ・ゴパルノゴル村にも数度滞在し、補足調査を行った。さらに、

カルカッタを中心に、ベンガルにおける職人カースト諸集団を含めた中間カースト集団に関する、文献資料の収集

も精力的に行った。 

 
２００１年１月からは、引き続き留学先機関においてベンガル語の習得に力を注ぐと共に、本年中に開始を予定し

ている村落における住み込み調査に向けて、調査地の選定を行うべく西ベンガル州内の村落の視察を開始した。

本年前半期はこれらの作業を続け、住み込み調査に向けて万全の準備を行うとともに、収集した文献の分析作業

も同時に行っていくつもりである。 

 
健康状態に関しては、時に当地特有の下痢症状にみまわれることがあるものの、おおむね良好である。また、本

年１月に当国グジャラート州で大地震が発生したが、留学先である西ベンガル州においてはその影響はまったくな

く、研究活動に専念することが可能となっている。 

 
滞在先に関しては、当初、留学先研究機関の寮に移ることを考えていたが、研究環境を考慮し、渡印当初の滞在

先に引き続き滞在している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最 終 報 告 （留学終了時の報告。文責は本人。表示されない場合は未収録）  

 

 

 












